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研究成果の概要 

ブタやマウスなどの動物の小腸サンプルから小腸細菌を単離し、16S rRNA 遺伝子シーケンスによる菌

叢解析および菌株ライブラリの構築を行った。これらの菌株の培養上清中の代謝産物を調べたところ、

その多くがペプチドから短鎖脂肪酸やインドール誘導体を産生する能力を有していることが明らかと

なった。これらの結果から、小腸内に常在する腸内細菌の多くが、動物性食品由来のペプチドやアミノ

酸から有益なインドール誘導体を産生するポテンシャルを有していることが知られた。 
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